
２
０
２
４
年
１
０
月
２
０
日

１
４
時
か
ら
、
東
大
農
学
部

弥
生
講
堂
ア
ネ
ッ
ク
ス
で
特

定
非
営
利
活
動
法
人
ふ
く
し

ま
再
生
の
会
（
理
事
長
・
田

尾
陽
一
）
主
催
・
東
京
大
学

農
学
生
命

科
学
科
ア

グ
リ
コ

ク
ー
ン
共
催
に
よ

る
「
福
島
・
飯
舘

村
の
状
況
と
再
生

活
動
の
報
告
会
」

が
開
催
さ
れ
る
。

報
告
会
に
先
立
ち

１
３
時
よ
り
再
生

の
会
総
会
開
催
。 

　
ふ
く
し
ま
再
生

の
会

は
、
２
０

１
１
年
６

月
６
日
、

１
６
人
の 

　
有
志
グ
ル
ー
プ
が

飯
舘
村
の
菅
野
宗
夫
さ
ん
宅

を
訪
問
し
誕
生
。
前
日
に
は

津
波
で
流
さ
れ
た
バ
ス
・
民

家
・
漁
船
が
潟
湖
を
埋
め
る

松
川
浦
を
目
の
当
た
り
に
。

前
年
の
稲
刈

り
の
切
り
株

が
そ
の
ま
ま

広
が
る
田
圃

群
。
２
０
１

５
年KEK

の

協
力
を
得
て

村
民
と
の
協

働
で
全
村
・
全
戸
の
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
。
２

０
１
７
年
、
１
２
年
の
試
験

作
付
を
含
め
６
回
目
の
稲
刈

り
を
実
施
。
２
０
２
４
年
、

図
図
倉
庫
に
再
生
の
会
の
総

合
展
示
が
オ
ー
プ
ン
。 

　
乞
う
！
報
告
会
ご
来
場
。 

　
（
撮
影
＆
文
責
・
若
林
一
平
） 

　
（
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
製
作 

　
ア
グ
リ
コ
ク
ー
ン
・
渡
壁
さ
ん
）
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２０１１

2011-2024 

あ
の
日
か
ら
　

協
働
の
歩
み

３

１

１

2015

2017

2024



２
０
２
４
年
１
０
月
２
０
日
午

後
１
時
か
ら
、
東
大
農
学
部
弥

生
講
堂
ア
ネ
ッ

ク
ス
で
認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
く

し
ま
再
生
の
会

（
田
尾
陽
一
理

事
長
）
の
第
１
３
回
定
期
総
会
が
行
わ

れ
、
第
１
３
期
活
動
総
括
・
第
１
４
期
活

動
方
針
ほ
か
を
採
択
。
午
後
２
時
「
福

島
・
飯
舘
村
の
状
況
と
再
生
活
動
の
報

告
会
」
開
会
。
田
尾
さ
ん
の
挨
拶
（
写
真

１
）
に
続
い
て
東
京
大
学
大
学
院
農
学

生
命
科
学
研
究
科
・
中
嶋
康
博
科
長
か
ら
「
ビ
ー
ル
の

ホ
ッ
プ
に
学
生
自
ら
の
取
組
み
、
村
と
の
連
携
の
成

果
」
と
の
挨
拶
（
写
真
２
）
。
◆
石
川
哲
カ
メ
ラ
マ
ン
の

撮
影
・
構
成
『
「
ふ
く
し
ま
再
生
の
会
」
飯
舘
村
村
民
と
協

働
１
３
年
間
の
記
録
』
を
上
映
（
写
真
３
）
。
◆
基
調
講

演
は
東
大
大
学
院
・
溝
口
勝
教
授
『
１
３
年
の
活
動
を

踏
ま
え
、
今
見
え
て
き
た
こ
と
』
。
再
生
の
会
と
の
出

会
い
、
埋
設
汚
染
土
の
実
証

研
究
、
復
興
か
ら
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
（
回
復
力
）
へ
復
興
農

学
の
展
開
を
熱
く
論
じ
、
次

世
代
の
若
者
へ
の
支
援
を
訴

え
「
老
い
て
は
子
に
従
え
」
と

結
ぶ
（
写
真
４
）
。
◆
菅
野
宗
夫

さ
ん
か
ら
「
飯
舘
村
の
現
状
と

こ
れ
か
ら
の
課
題
」
の
報
告

（
写
真
５
）
。

「
協
働
が
基

本
、
山
林
の
再

生
、
戻
っ
て
来

れ
な
い
村
民
と

の
協
働
が
大

切
」
と
訴
え
◆

健
康
医
療
ケ
ア

チ
ー
ム
、
里
山

再
生
と
ワ
イ
ン

用
ブ
ド
ウ
栽
培
、
野
草
班
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
チ
ー

ム
、
サ
ー
ク
ル
ま
で
い
、
ア
ー
ト
と
地

域
・
宿
泊
施
設
、
各
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

（
写
真
は
下
段
）
の
み
な
さ
ん
か
ら
再
生

活
動
現
場
報
告
◆
佐
須
米
販
売
（
写
真

６
）
、
環
世
界
探
索
紀
行
（
写
真
７
）
紹

介
、
各
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
掲
載
◆
全
て
の

プ
レ
ゼ
準
備
と
当
日
映
写
操
作
は
渡
壁
典
弘
さ
ん

◆
午
後
６
時
か
ら
「
不
死
鳥
の
如
く
」
「
復
興
」

に
加
え
て
こ
の

日
初
登
場
「
飯

舘
ワ
イ
ン
」
、
飯

舘
の
銘
酒
を
囲
む

大
懇
親
会
（
写
真

８
、
９
、
１
０
）
。

見
事
な
シ
メ
。
　 

（
文
責
＆
撮
影
・ 

若
林
一
平
）
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協 働 の 実 り を 次 へ

「ふくしま再生の会」飯舘村 
村民と協働13年間の記録

ふ
く
し
ま
再
生
の
会
の
皆
様 

　
１
０
月
２
０
日
の
総
会
・
報
告
会
・
懇
親
会
は
、
予

想
以
上
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ら
の
実
行
を
支
え
た
会
員
・
関
係
者
の
皆
さ
ん

の
努
力
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
総
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
な
く
伝
統
的
な
形
で
、
順
調

に
報
告
・
決
議
が
行
わ
れ
、
今
年
度
の
事
業
に
邁
進
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
報
告
会
は
、
石
川
哲
さ
ん
編

集
の
１
３
年
間
の
わ
か
り
や
す
い
映
像
、
溝
口
さ
ん
・

宗
夫
さ
ん
の
過
去
・
現
在
・
未
来
の
熱
の
こ
も
っ
た
報

告
、
各
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
熱
弁
で
時
間
を
忘
れ
て
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。 

　
中
嶋
康
博
　
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究

科
長
・
農
学
部
長
に
挨
拶
を
頂
き
、
福
島
大
学
に
食
農

学
類
を
創
ら
れ
た
生
源
寺
眞
一
さ
ん
に
も
挨
拶
し
て
も

ら
え
ま
し
た
。
お
二
人
を
含
め
会
場
の
皆
さ
ん
が
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
く
し
ま
再
生
の
会
の
各
チ
ー
ム
の
実
行
の

姿
と
勢
い
を
目
の
当
た
り
に
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
最

大
の
成
果
で
し
た
。
懇
親
会
で
多
く
の
方
々
が
、
そ
の

よ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
受
付
か
ら
会
場
整
理
、
ポ

ス
タ
ー
展
示
な
ど
の
多
く
の
作
業
が
順
調
に
運
ん
だ
こ

と
に
、
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

２
０
２
４
年
１
０
月
２
３
日
　
田
尾
陽
一

3

会場全景　両サイドに
花のポスター・健康い
ちばん・ほかのパネル

12

４

５

中町芙佐子小原壮二森本晶子北原高次齋藤富子矢野伊津子

溝口さんプレゼン資料

アート までい モニタリング 野草 里山とワイン 健康

６

７

講演動画

８

９

10

不死鳥の如く

https://youtu.be/dvcYeIordCs
http://www.fukushima-saisei.jp/app-def/S-102/madei/wp-content/uploads/2018/07/tanshin_42_20180605.png
https://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/publec/241020_saisei.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=uoH2k4LZFkk
https://youtu.be/dvcYeIordCs
https://www.youtube.com/watch?v=uoH2k4LZFkk
https://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/publec/241020_saisei.pdf
http://www.fukushima-saisei.jp/app-def/S-102/madei/wp-content/uploads/2018/07/tanshin_42_20180605.png


食
は
宇
宙
劇
場
へ
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２
０
２
４
年
１
１

月
１
６
・
１
７
日

の
両
日
、
記
者
は

株
式
会
社

M
A

R
BLiN

G

（
飯

舘
村
深
谷
二
本
木
前

５－

１ 

図
図
倉
庫
）

主
催＜

環
世
界
探

索
紀
行－

い
い
た

て
フ
ィ
ー
ル
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー＞

に
参
加
。
「
４
食
付
」
と

い
う
食
の
魅
力
に
動
機
づ

け
さ
れ
た
体
験
記
を
二
号

に
わ
た
り
報
告
す
る
。 

　
第
１
日
目
正
午
、
ズ
ッ
ト
倉

庫
で
ツ
ア
ー
の
ド
ア
を
開
い
た

の
は
主
催
者
・
矢
野
淳
・
（
株
）

M
A

R
BLiN

G

代
表
（
写
真
１
）
。

１
幕
は
ふ
く
し
ま
再
生
の
会
の

展
示
・
環
世
界
へ
の
誘
い
。 

　
続
く
２
幕
は
『
田
舎
レ
ス
ト

ラ
ンLa K

asse

』
に
移
動
。
、
迎

え
て
く
れ
た
の
は
料
理
人
・
佐

藤
雄
紀
（
写
真
２
）
。
テ
ー
ブ

ル
に
は
前
菜
と
バ
ケ
ッ
ト
の

入
っ
た
「
季
節
の
味
覚
の
採
集

箱
」
が
並
ぶ
（
写
真
３
）
。
ま
る

で
宝
石
箱
、
蓋
の
上
に
は
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
の
メ
ニ
ュ
ー
が

載
る
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
育
種

家
・
元
一
さ
ん
の
イ
ー
タ
テ
ベ
イ

ク
。
か
ぼ
ち
ゃ
は
と
み
子
さ

ん
の
い
い
た
て
雪
っ
娘
か
ぼ

ち
ゃ
、
目
の
前
に
現
物
。
牛

肉
は
豊
さ
ん
の
経
産
牛
、
松
川

浦
の
魚
介
も
。
頂
い
た
料
理
の

数
々
は
雄
紀
さ
ん
の
コ
ン
セ
プ

ト
「
食
べ
た
こ
と
の
な
い
味
」
そ

の
も
の
。
か
ぼ
ち
ゃ
の
隣
に
小

宇
宙
、
飯
舘
産
の
高
級
石
材
・

花
崗
岩
が
紅
葉
に
映
え
る
。 

　
こ
こ
で
舞

台
は
転
換
し

て
「
牛
の
放

牧
場
・
肉
の

ゆ
ー
と
ぴ
あ
」
へ
。
山
田
豊
・

牧
場
主
が
夕
食
ス
テ
ー
キ
の
希

望
部
位
を
ひ
と
り
ひ
と
り
に

カ
ッ
ト
（
写
真
４
）
。
こ
れ
ぞ

至
上
の
贅
沢
な
り
。 

　
夕
暮
れ
、
東
北
大
惑
星
圏

飯
舘
観
測
所
へ
（
写
真
５
）
。

木
星
の
オ
ー
ロ
ラ
と
太
陽
フ

レ
ア
の
観
測
に
つ
い
て
、
三

澤
浩
昭
・
東
北
大
学
准
教
授

が
ド
ー
ム
の
ス
ラ
イ
ド
で
解

説
（
写
真
６
）
。
通
常
の
ツ

ア
ー
で
は
訪
問
で
き
な
い

「
秘
密
基
地
」
に
あ

そ
ぶ
。 

　
陽
も
と
っ
ぷ
り
と

落
ち
て
、
ス
テ
ー
キ

の
待
つ
夕
食
会
場

「
民
家
園 

宴
」
へ
。

バ
ー
に
は
、
「
不
死
鳥
の
如
く
」

ほ
か
の
銘
酒
が
並
ぶ
（
写
真

７
）
。
雄
紀
シ
ェ
フ
が
お
昼
に
続

く
大
活
躍
、
多
謝
。 

　
宿
泊
体
験
館
「
き
こ
り
」
の

温
も
り
の
中
で
爆
睡
へ
。 

（
写
真
・
文
責
／
若
林
一
平
）

シ

ア

タ

ー

1

2

4

3

5

７

6



今
回
の
ツ

ア
ー
、
最
初

に
配
布
さ
れ

る
キ
ッ
ト
の

中
に
「
探
索

採
集
ノ
ー

ト
」
が
あ
り

各
ポ
イ
ン
ト

の
訪
問
カ
ー

ド
を
貼
り
付

け
、
感
想
を

メ
モ
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
サ
イ

ン
を
残
し
た
り
、
世
界
で
ひ

と
つ
の
探
索
紀
行
の
誕
生
だ

（
写
真
１
）
。
キ
ッ
ト
に
は
ア
イ

フ
ォ
ー
ン
も
貸
し
出
さ
れ
ポ

イ
ン
ト
の
当
事
者
た
ち
の
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
聴
け
る
。
　
　
　
　
　 

　
２
日
目
の
１
７
日
、
６
時

目
覚
め
「
き
こ
り
」
の
大
浴

場
を
独
り
占
め
の
贅
沢
の
あ

と
、
村
民
の
森
「
あ
い
の

沢
」
へ
直
行
、
生
き
物
た

ち
、
ヤ
マ
ユ
リ
、
カ
エ
デ
、

な
ど
の
案
内
を
い
た
だ
き
な

が
ら
絶
景
を
堪
能
（
写
真
２
）
。

温
か
い
エ
ゴ
マ
の
お
汁
の
朝

食
の
後
、
山
の
神
オ
オ
カ
ミ

を
祀
る
山
津
見
神
社
参
拝
（
写

真
３
）
。
続
い
て
「
研
究
者
た

ち
の
観
測
拠
点
」

風
と
土
の
家
・
測

定
小
屋
に
移
動

（
写
真
４
）
。
あ
い

の
沢
の
採
集
資
料
の
放
射
能

測
定
結
果
を
説
明
す
る
、
ツ

ア
ー
主
催
者
・
矢
野

淳
（
写
真
５
）
。
炉
辺
談

話
な
ら
ぬ
囲
炉
裏
談

話
は＜

学
び
舎 irori

＞
 

に
登
場
し
た
観
測

拠
点
の
村
民
・
田
尾

陽
一
（
認
定N

PO

法
人
ふ
く
し

ま
再
生
の
会
理
事
長
）
（
写
真

６
）
。

「
こ

の
指

と
ま

れ
」
で

１
３
年

間
や
っ

て
き
ま

し
た
。  

　
お
見
送
り
は
「
ど
ぶ
ち

え
」
こ
と
「
気
ま
ぐ
れ
茶
屋

ち
え
こ
」
の
佐
々
木
千
榮
子 

そ
の
人
（
写
真
７
）
。
ど
ぶ
ろ
く

を
突
破
口
に
新
た
な
地
平
の

開
拓
者
。
飯
舘
の
凍
み
も
ち

に
深
い
記
憶
の
ド
ラ
マ
が
蘇

る
。
（
文
責
＆
撮
影
・
若
林
一
平
）

環
世
界
探
索
そ
し
て
大
団
円
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体験紀行
２

2

1

6

7

ツ

ア

ー
3

4

5

ド

ラ

マ



２
０
２
４
年
１
１
月
１
７
日

午
後
、
飯
舘
村
佐
須
に
里
山

再
生
活
動
（
小
原
壮
二
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
）
の
現
場
と
周

辺
地
域
を
訪
ね
た
。
ふ
く
し

ま
再
生
の
会
は
、
里
山
の
放

射
線
量
や
樹
木
・
土
壌
の
放

射
能
濃
度
を
測
定
し
、
伐

採
・
植
樹
に
よ

り
里
山
林
の
新

陳
代
謝
を
促
進

し
、
新
し
い
果

樹
農
業
を
始

め
、
里
山
の
自

然
と
そ
の
恵
み

を
生
活
の
身
近

に
取
り

戻
す
こ

と
を
目

指
し

て
、
里

山
再
生

活
動
に

取
り
組

ん
で
き
た
。  

　
こ
の
日
、
記
者
は
里
山
林

の
周
辺
に
展
開
す
る
ワ
イ
ン

用
の
ぶ
ど
う
園
へ
（
写
真

１
）
、
ち
ょ
う
ど
堆
肥
の
施

肥
作
業
の
真
っ
最
中
。
目
指

す
は
来
秋
の
収
穫
。
菅
野
宗

夫
農
園
で
熟
成
し
た
堆
肥
。

東
大
大
学
院
農
学
生
命
科
学

研
究
科
・
溝
口
勝
教
授
が
率

い
る
グ
ル
ー
プ
学
習
チ
ー
ム（留

学
生

３人
・

国
内

３人
）

の

学
生
た
ち
が
き
び
き

び
と
作
業
に
取
り
組

む
（
写
真
２
）
。
葡
萄

棚
を
支
え
る
骨
組
み

の
補
強
も
大
切
だ
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
・
北
原
高
次
も

応
援
に
駆
け
つ
け
（
写
真

３
）
。 

　
里
山
林
で
始
ま
っ

た
椎
茸
栽
培
、
菌
を

植
え
付
け
た
ホ
ダ
木

が
ズ
ラ
リ
（
写
真

４
）
。
お
お
何
と
、
立

派
な
椎
茸
が
誕
生
（
写

真
５
）
。
小
原
は
収
穫

の
可
否
を
工
藤
義
行

師
匠
に

電
話
打

診
、
返

事
は
問

題
な

し
。
贅

沢
な
ご

褒
美
に
一
同
喝
采
。
別

の
現
場
で
は
シ
メ
ジ
栽

培
の
準
備
中
、
グ
ル
ー

プ
学
習
チ
ー
ム
が
放
射

能
測
定
の
土
壌
採
取
に

励
む
（
写
真

６
）
。
夢
ひ
ら

く
里
山
、
そ
の

一
端
を
堪
能
し

た
午
後
で
し

た
。 

　
里
山
再
生
活
動
は
地
球
環
境

基
金
と
イ
オ
ン
環
境
財
団
の
助

成
を
受
け
て
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。 （

文
責
＆
撮
影
・
若
林
一
平
）

里
山
に
ひ
ら
く
夢
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 １００
号御礼　

い
い
た
て
ワ
イ
ン
へ
の
道 

２
０
１
７
〜
２
０
２
４


２
０
１
７
年
、
小
原
壮
二
・
菅
野
宗
夫
・
竹
迫
紘(

当
時
明

治
大
学
農
学
部
教
授
）
間
で
、
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
栽
培
に

挑
戦
す
る
話
が
持
ち
上
が
っ
た
。 

以
降
、
京
都
・
長
野
・

帯
広
池
田
町
を
視
察
し
、
山
形
県
菊
池
園
芸
・
二
本
松
市
ふ

く
し
ま
農
家
の
夢
ワ
イ
ン
か
ら
も
支
援
を
受
け
て
、
２
０
１

９
年
４
月
に
ブ
ド
ウ
栽
培
が
始
ま
る
。
そ
し
て
２
０
２
４
年

１
０
月
，
東
大
農
学
部
で
開
催
さ
れ
た
報
告
会
で
試
験
醸
造

の
「
い
い
た
て
ワ
イ
ン
」
が
披
露
さ
れ
た
（
写
真
上
）
。

1

２

３

４

５

６


